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不動滝での仙人修行／夏に行われる仙人修行の滝行。断食・座禅・写経などを体験し、心身を鍛える風物詩。表紙
写真

国
保
の
取
り
組
み

保
健
事
業
の
取
り
組
み

保
健
対
策
シ
リ
ー
ズ
　

国保主管課長からの一言
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東
成
瀬
村
で
は
、住
民
の
継
続
し
た
健
康

づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、令
和
６
年

度
か
ら「
東
成
瀬
村
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト

事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
事
業
は
、

健
康
意
識
の
向
上
を
図
り
、生
活
習
慣
病
予

防
や
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、健
診
や
健
康
づ
く
り

活
動
へ
の
参
加
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

し
、貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
で
特
典
と
交
換
で

日々、健康への意識を
　国保を取り巻く情勢は、被保険者の減少や高
齢化、医療費の増加などにより、今後ますます厳
しさを増すものと感じています。制度を支える
立場として、健診や予防の大切さを伝え、安定し
た運営に努めてまいります。私自身も畑仕事を
運動代わりに、退職後に国保のお世話になる際
には制度保持に負担をかけないよう、日々の健
康管理に努めたいと思います。皆様におかれま
しても、どうぞ健康にお気を付けください。

「
一
人
一
人
に
寄
り
添
う

 

国
民
健
康
保
険
を
」

〝
楽
し
く
続
け
る
〞を
支
援
！

健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業

住民生活課長

菊
き く

地
ち

　　剛
つよし

 氏

　
東
成
瀬
村
は
１
８
８
９
年
、田
子
内
・
岩
井
川
・

椿
川
の
３
村
合
併
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。秋
田

県
の
東
南
端
に
位
置
し
、岩
手
・
宮
城
に
接
す
る

山
あ
い
の
村
で
す
。面
積
203
・
69
㎢
の
約
93
％
を

山
林
原
野
が
占
め
、栗
駒
国
定
公
園
や
成
瀬
川
な

ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
人
口
は

２
０
２
６
年
４
月
末
現
在
２
、１
５
５
人
で
す
。四

季
の
景
観
や
清
流
の
ほ
か
、雪
国
ら
し
い
暮
ら
し

が
息
づ
く
特
別
豪
雪
地
帯
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

き
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
を
導
入
し
て
い

ま
す
。

対
象
事
業
に
は
、各
種
健
診
、人
間
ド
ッ

ク
、が
ん
検
診
、健
康
教
室
、講
演
会
な
ど

が
あ
り
、特
に
健
診
受
診
を
特
典
交
換
の
必

須
条
件
と
す
る
こ
と
で
、受
診
行
動
の
き
っ

か
け
づ
く
り
を
図
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、プ

レ
パ
パ
・
マ
マ
教
室
や
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
事
業
、教
育
委
員
会
の
生
涯
学
習
事
業

な
ど
も
対
象
と
し
、他
の
課
と
も
連
携
し
な

が
ら
幅
広
い
年
代
が
参
加
し
や
す
い
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

初
年
度
は
参
加
者
121
名
・
ポ
イ
ン
ト
達
成

者
26
名
、翌
年
度
は
参
加
者
137
名
・
達
成
者

51
名
と
増
加
し
、事
業
へ
の
関
心
の
広
が
り

が
み
ら
れ
ま
し
た
。事
業
参
加
時
に「
カ
ー

ド
を
持
っ
て
き
た
よ
」と
声
を
か
け
て
く
れ

る
方
や
、「
こ
の
活
動
は
対
象
に
な
る
か
」と

積
極
的
に
相
談
さ
れ
る
場
面
も
あ
り
、健
康

づ
く
り
へ
の
意
識
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。ま
た
、こ
う
し
た

や
り
取
り
を
通
じ
て
保
健
師
と
住
民
が
関
わ

る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
お
り
、保
健
師
か

　

東
成
瀬
村
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、住

民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

医
療
費
の
適
正
化
と
健
康
づ
く
り
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。人
口
の
少
な
い

村
で
あ
る
こ
と
を
強
み
と
し
て
、国
保
、後

期
高
齢
、健
診
の
各
担
当
に
加
え
、国
保
診

療
所
の
職
員
も
一
人
一
人
の
被
保
険
者
の

生
活
状
況
や
健
康
状
態
を
把
握
し
、関
係

者
で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、個
人
に

向
き
合
っ
た
き
め
細
か
な
対
応
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。特
定
健
診
や
保
健
指
導
を
通

じ
て
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
重
症
化

ら
対
象
と
な
る
取
り
組
み
を
提
案
し
、実
際

に
健
診
受
診
な
ど
の
行
動
に
つ
な
が
っ
た
例

も
あ
り
ま
す
。「
達
成
を
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
」と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
、継
続
し
た

健
康
づ
く
り
活
動
の
後
押
し
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
で
、
参
加
者
は
70
〜
80
代
が
中
心

で
、働
き
世
代
の
参
加
が
少
な
い
こ
と
が
課

題
で
す
。今
後
は
周
知
方
法
や
特
典
内
容
、

対
象
事
業
の
実
施
方
法
を
工
夫
し
、よ
り
参

加
し
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
、地
域

全
体
の
健
康
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

国保の概況
（令和８年４月末現在）
総世帯数 924世帯
総人口 2,155人
国保世帯数 275世帯
国保加入割合 19％
収納率94.1％
（令和７年度決算見込み）
・現年課税分 98.4％
・滞納繰越分 30.1％

予
防
を
図
る
ほ
か
、未
受
診
者
へ
の
声
か

け
や
健
康
相
談
、必
要
に
応
じ
た
受
診
勧

奨
に
も
努
め
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
日
常

的
な
取
り
組
み
に
よ
り
、医
療
費
は
県
内

比
較
で
も
低
く
抑
え
ら
れ
て
お
り
、村
全

体
で
健
康
を
支
え
る
体
制
を
築
く
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
健
診
等
を
通
し
て
住
民
の
健
康

状
態
を
丁
寧
に
把
握
し
、疾
病
の
予
防
と

早
期
対
応
を
進
め
な
が
ら
、持
続
可
能
な

国
保
運
営
と
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

健康づくりポイントカード

ポイント特典の日用品等
写真：冬の成瀬川

保険者
紹介 東成瀬村東成瀬村
さわやかなるせ仙人の郷さわやかなるせ仙人の郷
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木村会長

安保室長

研修会の様子

研修会の様子

総会の様子

Topics

33 業務の効率化に向けて
介護保険担当者研修会

TOPICS連 合 会
連合会行事についてはHPをご覧ください　https//www.akita-kokuhoren.or.jp

連合会行事予定
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Topics

11 安定した国保事業を運営するために
秋田県国民健康保険運営協議会連絡会通常総会並びに合同研修会

Topics

22 システムを活用して更なる保健事業の推進を
ＫＤＢシステム操作等研修会

令和８年度秋田県国
民健康保険運営協議会
連絡会通常総会並びに
国民健康保険運営協議
会会長・国保主管課長
合同研修会が５月26日
（火）、市町村会館大会議
室において各市町村国
保運営協議会会長10名、
国保主管課長21名の出
席のもと開催された。
開会にあたり、主催者

の秋田県国民健康保険
運営協議会連絡会木村

会長が挨拶に立ち、国民健康保険制度が直面する急速
な少子高齢化や医療の高度化による医療費の更なる
増加など構造的な問題に触れた後、「国保事業が円滑
に推進され、市町村国保の発展向上に資することを
目的とする市町村国保運営協議会の果たすべき役割
は、一層重要であるため、国民健康保険事業の運営に
ついての情報の交換や陳情及び要望の取り纏めに努
めていきたい。」と述べた。
続いて、来賓の秋田県健康福祉部健康づくり推進

課国保医療室安保室長が挨拶に立ち、「今年度から次
代を担う子どもたちを社会全体で支えていく子ども・
子育て支援金制度における拠出金の徴収が開始され
たが、国保税への上乗せという形での徴収となるた
め、各位には多大な御負担をおかけしている。県とし
ても、この制度導入に伴う影響や被保険者の理解がど
のように進んでいるか、引き続き注視していく。今年
度は第３期秋田県国民健康保険運営方針の中間見直
しの時期にあたる。これまでの取り組みをさらに加
速させ、将来的な保険料水準の統一に向けた検討を進
めるにあたり、地域の実情を知る皆様の視点と現場運
営の視点、それぞれの立場からの忌憚のない意見をお
願いしたい。」と述べた。
議事では、事務局から議案説明を行い、慎重な審議
の結果、すべて原案のとおり可決された。（議案等に
ついては本会ホームページに掲載しています。）
また、総会終了後に開催された合同研修会では、オ
ンライン形式にて国民健康保険中央会井原事務局次
長より「国保制度の諸情勢について」と題した、国保
を取り巻く情勢、医療保険制度改革、自治体の事務負
担軽減に向けた国保連の役割強化等について、講演が
行われた。

６月２日（火）～３日（水）の２日間
にわたり、国保連合会大会議室におい
て新任担当者や日頃ＫＤＢシステムを
操作する機会が少ない担当者を対象と
して、保険者から39名出席のもとＫＤ
Ｂシステム操作等研修会を開催した。
研修会では、実際にシステムを操作
しながら、ＫＤＢシステムの概要や基

本的な操作方法、ＦＢＲ・概数把握機能について説明した。また、介入支援
管理機能について糖尿病重症化予防事業を例に事業企画から評価まで一連
の流れに沿って説明した。
参加者からは、「ＫＤＢシステムにより地域の状況を把握し、保健指導に活
用したい。」等の感想が寄せられた。

７月
３日 第２回保健事業支援・評価委員会
14日 第１回理事会
16日 柔整審査会
18日 審査委員会（21、22、23、24日）
22日 診療報酬再審査部会
23日 審査専門部会
24日 審査小委員会/合同研究会
27日 第142回通常総会
28日 鍼灸等審査会

介護給付費等審査委員会

８月
19日 審査委員会（21、22、24、25日）
20日 柔整審査会
21日 診療報酬再審査部会
22日 秋田県国保診療施設協議会総会

及び研修会（ミニ学会）
24日 審査専門部会
25日 審査小委員会/合同研究会
26日 介護給付費等審査委員会
27日 鍼灸等審査会

９月
16日 医療費分析研修会
17日 柔整審査会
18日 審査委員会（19、24、25、28日） 
24日 診療報酬再審査部会
25日 審査専門部会
28日 審査小委員会/合同研究会

介護給付費等審査委員会
29日 鍼灸等審査会

４月17日（金）、市町村会館大会議室に
おいて保険者担当者22名の出席のもと、
介護保険担当者研修会を開催した。
研修会では秋田県長寿社会課介護保険・
人材対策チーム菅原チームリーダーによ
る介護保険に係る情勢報告に続き、本会
より介護保険の基本的な業務や介護給付

適正化事業について説明を行った後、ＯＥＣ株式会社より新介護保険保険者
支援システム等について実際にシステムを使用した操作実習が行われた。
操作実習では、受給者異動情報等の外部作成データの送信や給付実績等の
審査結果の取得、受給者エラー管理システムについて、エラーリスト参照や
訂正票の作成及び送信など、主に本会とのデータの送受信についての説明が
なされた。



7 6秋田のこくほ 秋田のこくほ

本
市
の
保
健
指
導
の
内
容
と

効
果
に
つ
い
て

本
市
で
は
、被
保
険
者
の
適
切
な
受
診
行
動
お
よ
び
健
康

保
持
・
増
進
を
図
る
た
め
、重
複
・
頻
回
受
診
者
や
重
複
・

多
剤
服
薬
者
へ
訪
問
に
よ
る
指
導
と
文
書
に
よ
る
指
導
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

最
初
に
訪
問
指
導
の
流
れ
を
説
明
し
ま
す
。①
９
月
に
重

複
・
頻
回
受
診
者
及
び
重
複
・
多
剤
服
薬
者
の
訪
問
指
導
対

象
者
を
次
の
基
準
で
抽
出
し
ま
す
。

【
重
複
・
頻
回
受
診
者
】１
月
に
３
医
療
機
関
以
上
を
受
診

し
、か
つ
１
月
に
同
一
医
療
機
関
を
最
大
10
日
以
上
受
診
し

た
者
。

【
重
複
服
薬
者
】１
月
に
２
医
療
機
関
以
上
か
ら
６
医
薬
品

以
上
を
処
方
さ
れ
た
者
。

【
多
剤
服
薬
者
】医
療
機
関
か
ら
30
日
以
上
処
方
さ
れ
て
い

る
処
方
薬
の
種
類
が
５
医
薬
品
以
上
あ
る
者
。

②
10
月
に
訪
問
指
導
の
趣
旨
を
対
象
者
へ
通
知
し
、③
11

月
か
ら
国
保
年
金
課
の
職
員
及
び
特
定
健
診
課
の
保
健
師
ま

た
は
看
護
師
が
対
象
者
宅
へ
訪
問
し
、健
康
状
態
や
受
診
状

況
、指
導
内
容
等
に
つ
い
て
訪
問
指
導
票
に
記
録
し
ま
す
。

④
１
月
〜
２
月
に
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
や
レ
セ
プ
ト
等
の
情
報

を
活
用
し
、訪
問
指
導
実
施
前
後
の
評
価
を
し
ま
す
。

次
に
文
書
に
よ
る
保
健
指
導
を
説
明
し
ま
す
。①
重
複
服
薬 

指
導
対
象
者
を
、国
保
連
合
会
提
供
リ
ス
ト
か
ら
選
定
し
ま 

す
。②
対
象
者
に
は
、ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
や
お
薬
手
帳
の

活
用
等
を
周
知
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
７
月
と
１
月
に
送
付

し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
訪
問
に
よ
る
指
導
と
文
書
に
よ
る
指
導
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
が
、い
ず
れ
も
実
施
世
帯
に
限
り
が
あ
る

た
め
、よ
り
多
く
の
被
保
険
者
を
対
象
と
し
た
ポ
ピ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
取
組
と
し
て
、
５
月
、
10
月
、

１
月
に
送
付
さ
れ
る
高
額
療
養
費
の
勧
奨
通
知
に
も
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
同
封
し
て
い
ま
す
。

重
複
・
頻
回
受
診
等
の
状
況（
表
１
）を
み
る
と
、重
複
・

頻
回
受
診
者
数
は
令
和
３
年
度
の
131
人
か
ら
令
和
７
年
度

の
82
人
へ
減
少
し
て
お
り
、被
保
険
者
数
に
占
め
る
割
合
も

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、重
複
服
薬
の
対
象
者
数
も

年
々
減
少
し
、適
正
受
診
・
適
正
服
薬
に
向
け
た
取
組
の
成

果
が
一
定
程
度
み
ら
れ
ま
し
た
。

対
象
者
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

訪
問
指
導
や
通
知
を
通
じ
て
、受
診
状
況
や
服
薬
状
況
を

対
象
者
と
一
緒
に
確
認
す
る
こ
と
が
、適
正
受
診
や
服
薬
へ

の
意
識
づ
け
に
繋
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、実
際

に
話
を
伺
う
こ
と
で
デ
ー
タ
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
生
活
背

景
や
受
診
理
由
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、一
人
ひ
と
り
の

状
況
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も

訪
問
指
導
や
通
知
を
継
続
し
な
が
ら
、丁
寧
な
対
応
に
努
め

て
い
き
た
い
で
す
。

一
方
で
、対
象
者
に
よ
っ
て
は
事
業
へ
の
理
解
を
得
る
こ

と
が
難
し
い
場
合
や
例
え
ば
腰
痛
に
対
す
る
電
気
治
療
の
た

め
に
頻
回
受
診
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
、雪
寄
せ
作
業
に
よ

適
切
な
受
診
と
服
薬
管
理
を
促
す
た
め
に

重
複
・
頻
回
受
診
者
お
よ
び
重
複
・
多
剤
服
薬
者
へ
の
保
健
指
導

◇ このコーナーでは、保険者で力を入れて取
り組まれている保健事業について、担当者
の方の生の声をお聞きします。保健事業を
とりまく環境が大きく変化していく中で、
各保険者の保健事業の取組について情報提
供し、保険者の各事業に資することを目的
としたコーナーです。

適正受診リーフレット

国保年金課　給付担当主事

田
た

村
むら

　茉
まり

莉さん

略歴
平成29年  入庁　保健所保健予防課 

検診担当
令和４年 国保年金課給付担当

この方にお話をうかがいました

る
腰
痛
悪
化
に
よ
り
、内
服
薬
・
湿
布
・
塗
り
薬
が
追
加
さ

れ
、多
剤
服
薬
に
繋
が
っ
て
い
た
ケ
ー
ス
な
ど
、治
療
上
必

要
な
受
診
・
服
薬
で
あ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、支
援
方
法
に
悩

む
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、訪
問
時
は
状
況
が
改
善
し

て
い
る
場
合
も
あ
り
、対
象
者
の
選
定
時
期
や
介
入
タ
イ
ミ

ン
グ
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。改
善
に
向
け
て
は
、通
知

文
の
表
現
を
分
か
り
や
す
く
工
夫
す
る
こ
と
や
訪
問
時
に
は

保
健
師
や
看
護
師
の
協
力
を
得
な
が
ら
、対
象
者
の
生
活
状

況
や
思
い
を
丁
寧
に
聞
き
取
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

今
後
も
、重
複
・
頻
回
受
診
や
多
剤
服
薬
の
改
善
に
繋
が

る
よ
う
、早
期
介
入
や
継
続
的
な
支
援
を
行
い
、対
象
者
の

健
康
管
理
意
識
の
向
上
と
医
療
費
適
正
化
に
繋
が
る
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

秋田市シリーズ企画
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訪問指導票



・豚肩ロース(とんかつ用)
  …………………… 2枚(140ｇ)
・こしょう…………………… 少々
・マッシュルーム(生) …6個(60ｇ)
・生しいたけ……………2枚(50ｇ)
・まいたけ…………………… 60ｇ
・しめじ……………………… 40ｇ
・えのき……………………… 40ｇ
・塩(ハーブ入り) …………… 少々
・ベビーリーフ……………… 20ｇ

【キイチゴソース】
・キイチゴ(冷凍) … 40ｇ
　(又はキイチゴジャム)
・しょうゆ………… 小さじ2
・白ワイン………… 大さじ4
・はちみつ………… 大さじ1
・バター…………… 4ｇ

❶  豚肉は筋を切り、軽くたたいて平らにし、こしょうを振ります。
❷  きのこはそれぞれ食べやすい大きさに切ります。
❸  フライパンを熱して豚肉を強火で焼き、きれいな焼き色が付いたら返して蓋をし、
中火で蒸し焼きにします。中まで火が通ったら豚肉を取り出します。

❹  肉汁が残ったフライパンできのこを炒め、塩で調味します。
　※ハーブを含んだ塩を使用することで、より風味が良くなります。
❺  鍋にＡを入れて弱火で加熱し、とろっとしたら、バターを加えて良く混ぜ、キイチ
ゴソースを作ります。

❻  お皿に豚肉を盛り、❺のソースをかけて❹とベビーリーフを添えて供します。

ポークソテーきのこ添え
　　キイチゴソースとともに

地産地消
テーマ

五城目町産のキイチゴは夏と秋に最盛期を迎
え、特有の甘酸っぱさが豚肉と良く合います。
きのこは肉汁で炒めることでコクが増し、油と
塩分を抑えることが出来ます。ソースをジャムで
代用する時は、はちみつを控えます。

秋田県栄養士会 地域活動職域事業部 管理栄養士 豊
とよしま

嶋　瑠
る み こ

美子 さん

【１人分の栄養量】
エ ネ ル ギ ー 278 kcal
た ん ぱ く 質 13.1 g
脂 質 14.6 g
炭 水 化 物 9.6 g
食 塩 相 当 量 1.0 g

栄養士の
ワンポイント
アドバイス！

材料２人分 作り方

コクホ食
堂

コクホ食
堂おいし

く低カ
ロリー

協力：公
益社団法

人 秋田
県栄養士

会
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